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研究成果の概要（和文）： 

本研究プロジェクトは特定領域研究「セム系部族社会の形成：ユーフラテス河中流域ビシュ

リ山系の総合研究」の計画研究である。この総合研究の一翼を担うために、古人骨について以下

の研究を行った。それらは、西アジア由来の古人骨に関するグローバルな調査、ＣＴスキャナに

よる頭骨分析システムの開発、ビシュリ山系での現地調査、そしてビショリおよびその周辺地域

の古人骨に見られる形質の時代的変化の分析である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research is one of the Planned Researches in a Scientific Research on Priority 

Areas entitled “Formation of Semitic Tribal Communities : Integrated Research in the 

Bishri Mountains, Middle Euphrates, Syria”. To play a part in this integrated research, 

following studies on human remains have been conducted: the global surveys on the human 

remains of the West Asia origin, the development of the system for the analysis of the 

skull morphology with CT scanner, field works in Bishri Mountains, and the chronological 

analyses of human remains from Bishri Area and surrounding regions. 
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２００７年度 32,500,000 0 32,500,000 
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１．研究開始当初の背景 
 特定領域研究「セム系部族社会の形成：ユ

ーフラテス河中流域ビシュリ山系の総合研
究」の企画が持ち上がり、申請準備に入った



時点で自然科学系の分野も必要とされ、自然
人類学からも参加することとした。日本の中
近東における自然人類学的研究は 1956 年か
ら始まる東京大学イラン・イラク考古学調査
の一環として始まり、多くの西アジア由来の
古人骨資料が蓄積されていた。なかでも、
1970 代初頭から始まった国士舘大学イラク
考古学調査隊に参加した石田英實、和田洋ら
が収集した古人骨標本は 500 体を超え、世界
的なメソポタミア古人骨コレクションとし
て京都大学に保管されている。また、ロンド
ンの大英博物館(自然史)、シカゴ大学オリエ
ント研究所をはじめとする欧米の博物館・研
究所が多くの標本を所蔵しているとされる
が、その実態について十分に把握されていな
い状況であった。分析方法としては従来のノ
ギス、骨盤計、クラニオメーター等による計
測と統計的分析が用いられていた。地域集団
の系統的な分析については、地中海型の中に
アジア的な要素が時代の進行とともに部分
的に顕在化してくるとされていたが、シュメ
ール以後のセム系集団の形成については古
人骨からの議論がほとんどなかった。 
 
２．研究の目的 
 領域名は「セム系部族社会の形成:ユーフラ
テス河中流域ビシュリ山系の総合研究」であ
る。その一翼を担うこの研究では、ビシュリ
山系を中心に広く西アジア由来の古人骨に
ついて、先史からイスラム期にいたる通時的
な分析をおこない、セム系諸集団の形成過程
を形質から探ろうとするものであった。 
 具体的には以下の段階を踏み、目的の達成
を目指した。まず欧米、中近東、本邦等に散
在する古人骨標本を調査し、現状でのデータ
ベースを構築する。次に現有するメソポタミ
ア古人骨コレクションの形態学的分析を進
めつつ、ビシュリ山系での古人骨発掘と収集
を行う。第 3 段階では高精度 CT スキャナを
導入し、欧米の研究機関の標本と合わせて、
西アジア由来の古人骨についてより詳細な
３次元デジタルデータを収集する。次の段階
では、地域集団の形質特徴をそれらのデータ
を用いて明らかにし、最終の段階では集団間
の通時的な関連の分析からセム系諸集団の
形成過程に迫ろうとするものであった。 
 
３．研究の方法 
 西アジア由来の古人骨標本の調査は、東京
大学と京都大学のコレクション、国外では欧
米、とくに合衆国の 4大学、ハーバード大学、
シカゴ大学、ペンシルバニア大学、ミシガン
大学の博物館と研究所、さらにシカゴの自然
史博物館に焦点をあて、その他、ロンドンの
大英博物館(自然史)、パリの人類博物館と自
然史博物館、ドバイの国立博物館、アレッポ、
ダマスカス、およびアル・ラッカのシリア国

立博物館、カイロのエジプト国立博物館につ
いても現地に赴いた。こうして標本のカタロ
グを作成を行いつつ、現地調査を行い新しい
資料の取得をおこなった。計測については
CT スキャナの導入と計測・分析方法の開発
を行い、古人骨の分析を行った。さらに試行
的ではあるが DNA 分析も試みた。 
  
４．研究成果 
 
(1) メソポタミア古人骨資料のデータベー
スの構築 
京都大学大学院理学研究科自然人類学研

究室には、イラクで収集された約 500 体のメ
ソポタミア古人骨資料が収蔵されている。こ
れらの資料は、その約半数がイスラム期に属
するが、ウバイド期など古い時代に属するも
のも多数存在しており、時代的にも多様なコ
レクションを形成している。出土遺跡別標本
数を図 1 に示す。イラク中部の Himrin 遺跡
群から出土したものが大部分であるが、他の
地域のものを含む。 
これらの資料をカタログ化することは本

研究を進めていく上で極めて重要であり、デ
ータベースの構築を行った。具体的には、各
人骨資料の由来や性、年齢、遺存状態、骨学
的計測値などの記録をデータベースに入力
し、それら属性データに基づく標本の検索を
可能とした。 
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図１ 京都大学所蔵メソポタミア人骨の出
度遺跡と標本数 

 

図２にデータベースの表示画面を示す。こ



のように各標本について推定年齢・性・時
代・埋葬形式・収蔵場所・保存部位を表示し、
また、属性情報に基づいて標本の検索を可能
とするデータベースシステムを構築した。さ
らに、標本の一部については撮影した CT 画
像と 3次元モデルを Web 上で閲覧可能なシス
テムも構築した。このデータベースは、メソ
ポタミア流域住民の身体形質の時代的変遷
を探る上で重要な基礎ツールとして機能し
た。 

 

 
図２ データベースの表示画面 

  

(2) 頭蓋形態の 3次元幾何形態学的解析 
 京都大学所蔵のメソポタミア古人骨標本
を対象に、頭蓋骨の形態変異を 3 次元幾何形
態学的手法に基づいて分析し、メソポタミア
流域住民の身体形質の時代的変遷を明らか
にすることを試みた。具体的には、サマッラ
期（およそ紀元前 5500-5000 年）からイスラ
ム期（およそ紀元 650 年以降）にわたる保存
の良好な頭蓋骨 45 個体の CT 撮像を行い、
各頭蓋の詳細な 3次元立体モデルを構築した
（図３）。比較のため現代日本人 10 個体の頭
蓋骨も分析に含めた。 

このモデルを 3次元形状処理ソフトウェア
（ RapidForm 2006, Inus Technoplogy, 
Korea）に読み込み、頭蓋骨上に定義した計
35 点の解剖学的特徴点の 3 次元座標を計測
した。その座標データから 3 次元幾何形態学
的手法を用いてイラクの時代ごとおよび現
代日本人の集団間で形態変異の分析を行っ
た。この形態分析には Morphologika 2.3.1
を用いた。このソフトウェアは重心サイズに
より座標値をサイズで正規化し、一般化
Procrustes 法により形状以外の変異成分を
数理的に取り除く。そして各標本の平均形状
からの変異を主成分分析することで形状の
変異傾向を検出し、特徴点を結ぶワイヤフレ

ームの変形によって視覚的に提示すること
が可能になる。 
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図３ 京都大学所蔵メソポタミア人頭蓋骨
の 3次元モデル 
 
 
頭蓋顔面解析の主成分分析の結果、第二主

成分が頭蓋形態の時代的変化を反映してい
ることが明らかとなった。第二主成分の示す
形態変異をワイヤフレームで図 4 に示す。第
二主成分の得点は、時代が進むにつれて大き
くなる傾向があるが、この値が大きくなると
頭蓋冠が左右に広がり前後に短縮（短頭化） 
 

 
図 4 時代変化に伴う頭蓋形状の変異傾向。
点線から実線へ形状が時代とともに変化し
ていることを示している。 



する傾向がある、つまりイスラム以前の集団
では長頭的傾向が強く、イスラム期では短頭
的傾向が強くなることが明らかになった。一
方、現代日本人はメソポタミア人頭蓋骨と比
較して、上顎の突出と前頭の傾斜が特徴的な
ことが分かった。 
 
 
(3) 頭蓋形態変異によるメソポタミア地域
の集団史 

 
日本国内に保管されているイラク・ハムリ

ン盆地出土頭蓋（石田他, 2006）イラン・デ
ーラマン地方頭蓋（江上・池田, 1963; 池田, 
1968）を中心に、既発表の古人骨頭蓋計測デ
ータを用い、メソポタミア地域の人類史、と
くに、頭蓋長幅示数（長頭、短頭）の時代変
化と、頭蓋計測値の集団内変異の時代変化に
注目し、集団の離合集散を見た。 
 

 
結果としてはイラク・ハムリン盆地集団は、

青銅器時代からイスラム期にかけて時代と
ともに短頭化するのに対し、イラン・デーラ
マン地方集団は、青銅器時代から鉄器時代へ
の移行に伴い長頭化するという傾向が見ら
れた。これら 2地域に見られた対照的な変化
は、それぞれの地域における時代変化を代表
するものであると考えられる。すなわち、ハ
ムリン盆地の時代変化は北メソポタミア地
域全体の時代変化と矛盾するものではなく
（図５a）、デーラマン地方で見られた時代差
もイラン全体に拡張できる（図５b）。 
  

形質分散の大きさを比較すると、ハムリン
群のうち、イスラム期集団で有意に変異が大
きく、デーラマン群では青銅器２期集団で変
異が大きかった。このことから、ハムリン地
域では鉄器時代からイスラム期にかけて異
なる形質をもった集団（短頭）が移入し、以
前より居住する長頭集団と共存・あるいは混
交した可能性が考えられる。デーラマン地方
では青銅器時代に存在した混交集団のうち
より短頭の集団が鉄器時代にかけて移住し、
長頭集団のみが残されたという集団史が想
像される。 
 
(4) ビシュリのケルン墓から発掘された古

人骨 
 
ユーフラテス河中流域のビシュリ地域の

古人骨標本は、2008 年および 2009 年に藤
井らにより青銅器時代とされるケルン墓
（Burial Cairn, BC）から発掘された。こ
れらの標本について、現地の博物館等にお
いて、形態学的研究を行った。発掘され  

 

図５．主成分得点（第２、第３）による、イラク（5a）、   

イラン（5b）の遺跡平均データにもとづく時代分布。

ハムリン群、デーラマン群標本は図中大記号で示して

ある。 

 
 
た標本は５００点以上で、主に Tor Rahum 
1 (TRH-1)のサイト群から出土した。しかし、

そのほとんどが破片であり、完全な骨格形

態を示すものは少なかった。このため、計

測データによる定量的な分析は限定的なも

のであり、主として通常の現代人骨格との

比較を中心とした定性的分析を行った。筋

が付着する結節、粗面といった部位の発達

の程度について注目し、各標本の特徴につ

いて以下に分析と考察述べる。 
 各ケルン墓からは複数の同一部位の骨標

本が発見されている例も多く、一つのケル

ン墓に家族などの集団が埋葬されている可

能性も高いと考えられる。その中で、下肢

骨について特異的な形態的特徴を示すもの

が多く見られた。 
BC-117 から出土した仙骨は、現代人の正

常骨よりも尾部が腹側に湾曲しており、仙

棘靱帯の強力な結合を示しており、長年に

わたる日常的な歩行習慣を示唆している。



また同じケルン墓から出土した寛骨はその

恥骨弓の角度より男性のものである可能性

が高い。 
BC-127 から出土した左右の脛骨標本は、

その矢状方向及び左右方向の骨幅の計測結

果から扁平脛骨であることが示された。扁

平脛骨はクロマニヨン人、縄文人、先史ア

イヌ人などに共通してみられる特徴である

が、その要因については、筋の発達、栄養

欠乏、人類に共通した祖先形態など、いく

つかの仮説が示されている。ラットを使っ

た実験的研究からは、過度の下肢の使用が

扁平脛骨を生じさせることが知られている。

このことから、クロマニヨン人や縄文人な

どの先史人類では歩行や走行は生活のあら

ゆる局面で必要とされるものであり、扁平

脛骨との関連性が示唆されている。集団全

体の傾向について説明するには標本数が少

ないが、扁平脛骨はこの地域の青銅器時代

の人々のライフスタイルについて同様の傾

向を示している可能性が考えられる。 
BC-130 から出土した脛骨と腓骨の遠位

端は骨組織の増殖により癒合していた。こ

うした変成は骨折の場合によく見られるが、

この標本には骨折痕はなく、むしろ靱帯に

よる接続を強化するような形状で癒合が見

られていた。こうした骨の癒合は足関節の

内外転をともなわない平地での歩行や走行

を長期間にわたって日常的に行った結果で

はないかと考えられる。また、足部への過

度の荷重、すなわち日常的に重い荷物を持

って移動していたことも関係していたのか

もしない。 
さらに、各サイトから出土した踵骨１０

点の距骨関節面の形状は、この集団は農耕

民とは異なる生活様式を持っていたことを

示唆している。 
以上のように、限られた標本による結果で

はあるが、それらには遊牧民の生活様式を

反映していると考えられる形態的特徴を示

すものが多く含まれていた。 
なお、頭骨に関しては、脳頭蓋部の計測

が可能であった標本が１点のみあり、その

頭長幅示数（76.39）から中頭であった。し

かし、この標本の結果のみで古人骨集団全

体の傾向について論じることは困難である。 
 
 

(5) シリア・ビシュリ地域出土人骨に見ら
れる墓制と未成年者割合の関係と、人為
的な解体痕骨について  

 
 2009 年度の発掘調査によって出土した古
人骨の形態学的観察を行ったところ、主に青
銅器時代のケルン墓(RH1)、段丘部の墓地
(WS1, WD1)、テル上層イスラム期(TGA)より
出土しており、これらの未成年人骨の割合、
骨格の残存程度、人為損傷、歯の微細磨耗に
ついてデータを収集したが、予備集計段階で
は未成年人骨の割合はケルン墓で高く、段丘
部墓地でより少ないと予想される。ケルン墓
より出土した人骨には人為的な解体痕とお
ぼしき傷が観察された（図６）。 
 

 

．ケルン墓(RH1)出土人骨（大腿骨）に見られた傷。

 

 

図 6

下図は 50 倍に拡大した電顕像。 
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